
防災士養成研修の講師派遣 

 

本会は島根県防災部防災危機管理

課より防災士養成研修における講師

の派遣依頼を受けた。防災士とは防

災の意識・知識・技能を持っている

人に認定される資格であり、全国に

約20万人いる。依頼の課目は「自主

防災活動と地区防災計画」であった。 

研修は令和4年5月14～15日の2

日間にわたり行われ、筆者が担当し

たのは2日目の午後の一コマである。

受講者はコロナ禍により制限されて

いるが、県下全域より54名（うち女

性11名）、最年少は19歳の学生か

ら最年長は74歳の会社員までの老

若男女であった。この研修は有料で

あり、研修の終わりには試験があっ

て、それに合格しなければならない

ので受講者は皆真剣である。 

講習は次のように進めた。 

・日本人には防災は行政がやるものとの認識がある。しかし公助にも限界がある。 

・助け合いの精神で災害を乗り切るための組織づくりが必要とされている。 

・自主防災組織には避難訓練等、災害に備え活動のルール化が求められる。 

筆者は受講者の眠気防止のため身近な話題を用いて説明したつもりである。たとえ

ば、避難行動のルールづくりでは落語の番町皿屋敷を引き合いに、お菊さんの三枚の

声を聞くと散らかした弁当がらを

片付け、四枚で風呂敷を背負い、

五枚でわらじの紐を締め直し･･･

などとやった。しかし会場の反応

はいま一つだった。 

帰りの車では、「あのくだりは

話し手にテレがあったからウケな

かった」等のダメ出しを木佐会長

からいただき、落語家の師匠と弟

子のような反省会がおこなわれた。 

（長嶺元二） 

 


